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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

高速かつ高精度な深層学習を実現します

～時系列の勾配方向に着目した高効率な学習アルゴリズム～

深層学習は音声や画像認識などの
様々なタスクで高い精度を達成し、
注目を浴びています。しかし、深層
学習は学習に時間のかかる技術です。
そこで本研究では、深層学習の学習
時間を短縮するための効率のよい学
習アルゴリズムの研究を進めていま
す。

過去の重みの更新方向の情報を用い
て学習中の重みの更新量を適切に調
整することで、深層学習の学習時間
を２～５倍短縮することに成功しま
した。加えて、学習に必要だった手
動調整コストを減らし、さらに従来
よりも高い精度を達成することがで
きました。

深層学習は学習コストが高く、気軽
に使える技術ではありませんでした。
我々は低コストに深層学習を実現す
るための研究開発を今後も進めてい
きます。これにより音声・画像認識、
自然言語処理、AIなどがますます社
会に浸透し、便利で快適な社会の実
現を加速させていきます。
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背景
深層学習はデータから深いニューラルネットを学習し、
画像認識やゲームAIで人間を超える性能を発揮しています。

手法概要 学習の計算プロセスの一つである、重みの更新量計算を工夫。
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更新の向きがバラつく重みは自信がない
 更新量を小さくして慎重に学習
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提案 重みの更新量を自動調整して効率アップ

画像認識

ゲームAI

音声認識

学習

学習時の重みの更新量を独自の方法で自動調整することによって、
ニューラルネットの学習時間を２～５倍短縮します。

課題
学習に時間がかかります。

従来:数時間～数ヶ月
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提案手法の効果
２～５倍の時間短縮が可能となります

大規模学習
データ

重み

更新履歴

自動調整により従来の手動調整コストも低減
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